
 

最
近
、
男
性
国
会
議
員
が
育
児

休
業
を
取
得
し
た
い
と
発
言
し
、

議
論
と
な
り
ま
し
た
。
国
会
議
員

は
労
働
者
に
あ
た
ら
な
い
た
め
労

働
関
連
法
の
適
用
が
な
く
、
育
児

休
業
中
も
私
達
の
税
金
か
ら
歳
費

が
支
払
わ
れ
る
点
な
ど
で
、
国
会

議
員
の
育
児
休
業
取
得
は
労
働
者

の
そ
れ
と
は
本
質
的
に
異
な
り
ま

す
が
、
こ
の
議
論
が
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
た
背
景
に
、
男
性
労
働

者
が
法
律
上
保
障
さ
れ
た
育
児
休

業
を
取
り
に
く
い
現
実
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

育
児
・
介
護
休
業
法
に
よ
る
と
、

男
性
労
働
者
は
、
原
則
と
し
て
子

が
１
歳
（
父
母
と
も
に
育
児
休
業

を
取
得
す
る
場
合
は
１
歳
２
ヶ

月
）
に
達
す
る
ま
で
の
間
、
育
児

休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、

使
用
者
は
育
児
休
業
の
申
出
や
取

得
を
理
由
と
し
て
、
労
働
者
に
不

利
益
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
休
業
期
間

中
、
使
用
者
に
賃
金
支
払
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
定
の
条
件
を

満
た
せ
ば
、
労
働
者
は
雇
用
保
険

か
ら
賃
金
の
５
０
～
６
７
％
の
育

児
休
業
給
付
金
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
厚
生
労
働
省
の
平

成
２
５
年
度
調
査
に
よ
る
と
、
男

性
の
育
児
休
業
取
得
率
は
わ
ず
か

２
・
０
３
％
と
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
。
し
か
も
、
育
児
休
業
を
取
得

し
た
男
性
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
う

ち
３
５
・
１
％
は
取
得
期
間
５
日

未
満
、
８
１
・
３
％
が
１
か
月
未

満
（
平
成
２
２
年
度
調
査
）
で
あ

る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
月
２
０
日

以
上
休
業
し
、
育
児
休
業
給
付
金

を
取
得
し
た
男
性
労
働
者
は
全
体

の
０
・
４
％
し
か
い
な
い
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

厚
生
労
働
省
調
査
に
よ
る
と
、

育
児
休
業
取
得
を
希
望
す
る
男
性

は
３
割
に
上
る
そ
う
で
す
。
男
性

の
育
児
休
業
取
得
率
が
伸
び
な
い

原
因
と
し
て
は
、
職
場
の
雰
囲
気

や
無
理
解
、
制
度
の
不
整
備
等
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

安
部
首
相
は
「
女
性
が
働
き
続
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労働法コラム   第２７回 
 

 
 

 

 

黒崎合同法律事務所 

溝口 史子 弁護士 

 
 

 黒崎合同法律事務所 

    平山 博久 弁護士 

 

                      その５  
今回は４人の新役員を紹介しています。  

（順不同です） 

◆ 坂内 洋一 幹事 
 
         労働組合との出会いは、入職して最

初の職場の大先輩から半ば強制的？に

誘われてわけもわからず組合に加入し

現在に至っています。この間、当局か

らの労働条件の改悪・賃下げなどが行

われ、労働者の権利は自分たちで守ら 

なければいけないということを知り、労働組合の大切さ

がわかりました。又、普段仕事では知り合うこともない

色々な方たちと知り合う事が出来、今では入って良かっ

たと思っています。 

 今年も微力ではありますが、自分なりに頑張りたいと

思いますのでよろしくお願いいたします。 
 

◆ 高﨑 恭子 幹事 
 
         学嘱労（北九州市学校嘱託職員労働

組合）から幹事に出ています。仕事は

学校給食調理士です。学校現場で働く

非正規職員の労働条件の改善を求めて

結成した学嘱労の書記長になって１２

年になります。今は目前に迫った「雇 

止め」で経験豊かなパート職員が学校給食からいなくな

ることを阻止するために頑張っています。地区労連に結

集されている皆さん、署名のご協力ありがとうございま

した。 
 
◆ 安藤 昭雄 会計監査 
 
         会計監査を務めます年金者組合門司

支部の安藤です。 

１６国民春闘学習会や総行動の便り

が伝えられています。アベノミクスで

大企業の内部留保は増大しています

が、国民は社会保障大改悪により貧困 

と格差が広がっています。安倍首相は「ワーク・ライフ・

バランス（生活と労働の調和）の確保」をうたっていま

すが、ブラック企業をなくし、貸金・働くルールなど様

ざまな労働条件の改善をめざし地域で働く仲間と一緒に

がんばります。 

け
ら
れ
る
社
会
」
を
目
指

し
、
男
性
の
育
児
休
業
取

得
を
促
進
す
る
と
宣
言
し

て
い
ま
す
が
、
男
性
が
育

児
休
業
を
取
得
し
、
子
育

て
に
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
る
に
は
ほ
ど
遠
い
の
が

現
状
で
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
る
だ
け
で
な
く
、

男
性
が
育
児
休
業
を
と
る

こ
と
が
当
た
り
前
に
な
る

よ
う
な
世
論
喚
起
や
、
育

児
休
業
取
得
の
た
め
の
具

体
的
な
制
度
作
り
の
促
進

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

◆ 中村 忠徳 幹事 
 
幹事になって 3 年目になりま

す。出身は医労連ポポロ労働組合

です。現在、北九州争議団共闘会

議の議長をしています。 

今、北九州の中で使用者の不法

行為、人権侵害により、不当 

解雇・貸金未払い・マタハラ等の問題が起こり裁判

をたたかっています。 

労働者の生活と権利を守るために今後とも頑張

ります。 

皆さんのご支援・ご協力をお願い致します 
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２
月
１
２
日
、
北
九
州
春
闘
共
闘
連
絡
会
は
福
岡
県
労
連
と
の
共
催
で
、
２
０
１
６
年
春
闘
共
闘
連
絡
会
総
会
・

学
習
会
を
ウ
ェ
ル
と
ば
た
１
２
１
・
１
２
２
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に
１
６
団
体
か
ら
５
７
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

093-921-0747   k_roren@ybb.ne.jp 

中
山
議
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、

県
労
連
・
門
馬
副
議
長
の
来
賓
挨
拶

の
あ
と
、
講
演
に
移
り
、
小
田
川
全

労
連
議
長
の
「
激
動
す
る
時
代
、
２

０
１
６
年
春
闘
の
課
題
と
た
た
か

い
」
と
題
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
学

習
し
ま
し
た
。
１
時
間
以
上
に
わ
た

っ
た
講
義
で
は
、
憲
法
２
８
条
に
な

ぜ
、
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
が
表
現

の
自
由
な
ど
と
同
列
に
書
か
れ
て

い
る
の
か
？
戦
争
法
廃
止
な
ど
の

政
治
的
な
問
題
へ
の
労
働
組
合
の

取
り
組
み
の
問
題
な
ど
、
情
勢
や
こ

れ
か
ら
の
展
望
、
私
た
ち
の
な
す
べ

き
こ
と
、
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
の
将

来
を
決
め
る
に
違
い
な
い
２
０
１

６
春
闘
か
ら
夏
の
参
議
院
選
挙
に

至
る
ま
で
の
た
た
か
い
に
つ
い
て

大
き
な
確
信
を
得
る
こ
と
が
出
来

た
と
思
い
ま
す
。 

 

総
会
で
は
２
０
１
６
年
春
闘
要

綱
案
、
事
務
局
体
制
案
、
春
闘
方
針

案
が
道
下
事
務
局
長
か
ら
提
案
さ

れ
、
つ
づ
い
て
７
団
体
の
代
表
か
ら

意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
今
回
の
総
会
で
の
闘
争
宣
言
は
、

今
年
こ
そ
安
倍
暴
走
政
治
を
打
倒

す
る
た
た
か
い
に
立
ち
上
げ
る
こ

と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 

総
会
は
運
営
要
項
案
、
事
務
局
体

制
案
、
運
動
方
針
案
、
闘
争
宣
言
案

の
す
べ
て
の
議
案
を
確
認
し
上
で
、

２
０
１
６
春
闘
勝
利
を
誓
う
中
山

議
長
の
力
強
い
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
」
で
終
了
し
ま
し
た
。 

福
岡
県
労
連 

第
６
５
回
評
議
員
会
開
催
！
！ 

 

福
岡
県
労
連
は
、
２
０
１
６
年
春

闘
方
針
を
決
定
す
る
第
６
５
回
評

議
員
会
を
２
月
６
日
１
３
時
３
０

分
か
ら
、
第
３
博
多
偕
成
ビ
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。 

提
案
さ
れ
た
２
０
１
６
年
春
闘

方
針
案
で
は
、
①
戦
争
法
の
廃
止
を

め
ざ
し
２
０
０
０
万
人
署
名
に
全

力
を
上
げ
る
。
②
実
質
賃
金
の
低
下

に
歯
止
め
を
か
け
、
す
べ
て
の
労
働

者
の
賃
上
げ
と
底
上
げ
を
追
求
す

る
。
③
労
働
法
の
大
改
悪
を
許
さ

ず
、
雇
用
の
安
定
と
く
ら
し
を
守

る
。
④
全
組
合
員
参
加
型
の
統
一
闘

争
の
展
開
、
組
合
員
の
拡
大
な
ど
４

つ
の
基
調
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

１
０
人
の
評
議
員
が
発
言
し
、
す

べ
て
の
議
案
は
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。 

雨
あ
が
り 

 

２
月
、
旧
暦
二
月
で
も
ま
だ
寒
さ

が
残
っ
て
い
る
の
で
、
衣
（
き
ぬ
）

を
更
に
着
る
月
で
あ
る
か
ら
「
衣
更

着
（
き
さ
ら
ぎ
）」
と
も
。
そ
ん
な
今

年
の
二
月
は
気
候
が
安
定
し
な
い
。

寒
い
と
思
っ
た
ら
温
か
く
、
そ
ん
な

時
は
病
気
に
な
り
が
ち
で
す
の
で
注

意
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

２
月
に
入
っ
て
も
自
民
党
の
話
題

が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
政
治
不
信
の

主
因
と
な
っ
て
き
た
「
政
治
と
カ
ネ
」

の
問
題
で
、
こ
れ
以
上
の
政
治
資
金

の
規
制
は
困
難
な
の
か
。
再
発
を
防

ぐ
た
め
に
、
政
権
与
党
と
し
て
責
任

を
持
っ
て
規
制
を
強
化
す
べ
き
だ
と

思
う
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。 

衆
院
予
算
委
員
会
で
の
集
中
審
議

「
政
治
と
カ
ネ
」
と
安
倍
政
権
の
政

治
姿
勢
の
集
中
審
議
で
直
接
の
き
っ

か
け
の
甘
利
明
前
経
済
再
生
担
当
相

自
身
に
よ
る
大
臣
室
で
の
「
企
業
献

金
」
受
領
問
題
。
首
相
は
甘
利
氏
の

閣
僚
辞
任
に
つ
い
て
「
国
民
に
大
変

申
し
訳
な
い
」
と
陳
謝
し
た
が
、
与

野
党
が
政
治
資
金
規
正
法
改
正
に
よ

る
規
制
強
化
を
求
め
た
こ
と
に
対
し

て
は
「
規
制
や
罰
則
が
い
か
に
整
備

さ
れ
て
も
、
政
治
家
一
人
一
人
が
自

覚
を
持
っ
て
行
動
す
る
か
ど
う
か
に

か
か
っ
て
い
る
」
と
言
う
。 

た
し
か
に
規
制
の
強
化
で
な
く
、

政
治
家
個
人
が
自
覚
が
足
り
な
い
か

ら
こ
そ
、「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
が

後
を
絶
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

こ
の
病
気
は
い
つ
治
る
の
で
あ
ろ

う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
上
） 

２０１６年春闘共闘連絡会総会で 

基調講演をする全労連小田川議長 

戦
争
法
廃
止
！ 

大
幅
賃
上
げ
の
実
現
を
！ 

労
働
法
改
悪
阻
止
！ 

 

２
０
１
６
年
春
闘
で
労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
守
ろ
う
！
！ 

２
０
１
６
年
北
九
州
春
闘
共
闘
連
絡
会
総
会
＆
学
習
会
で
確
認 

 



２０１６年 ２月２３日 北九州地区労連ニュースＮｏ．１１２号（２） 

戦
前
の
戒
厳
令 

 

緊
急
事
態

条
項
創
設
を
狙
う
安
倍
首
相 

 

憲
法
は
、
国
民
の
人
権
が
抑
圧
さ

れ
た
戦
前
の
反
省
か
ら
、
軍
事
的
な

理
由
を
前
提
に
し
た
人
権
制
限
を

認
め
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
戦
前
の
戒
厳
令
同
様
、
国
会

の
関
与
な
し
に
政
府
の
独
断
で
政

令
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の

条
項
は
、
ま
さ
に
独
裁
政
治
へ
の
道

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 

北
九
州
地
区
労
連
は
、
戦
争
法
廃

止
を
求
め
る
と
と
も
に
、
安
倍
政
権

に
よ
る
、
あ
ら
ゆ
る
明
文
改
憲
の
企

て
を
許
さ
な
い
声
を
上
げ
て
い
く

こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。 

 

  

                       
 

 
 

      

                              

                             

                             

２
・
１
９
集
会
・
デ
モ
行
進
に 

５
０
０
人
を
超
え
る
労
働
者
、

市
民
が
参
加 

 
戦
争
法
が
国
会
で
強
行
さ
れ
た

９
月
１
９
日
を
忘
れ
な
い
と
、
毎
月

の
「
１
９
日
行
動
」
、
集
会
、
パ
レ

ー
ド
、
講
演
会
な
ど
、
戦
争
法
廃
止

を
求
め
る
多
彩
な
行
動
が
と
り
く

ま
れ
て
い
ま
す
。 

北
九
州
市
で
も
、
「
平
和
を
あ
き

ら
め
な
い
北
九
州
ネ
ッ
ト
」
が
結
成

さ
れ
毎
月
１
９
日
に
集
会
・
デ
モ
行

進
が
取
り
組
ま
れ
、
北
九
州
憲
法
共

同
セ
ン
タ
ー
も
、
隔
週
の
土
曜
日
に

戦
争
法
廃
止
を
求
め
て
宣
伝
、
署
名

集
約
行
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

北
九
州
地
区
労
連
に
結
集
す
る

加
盟
組
合
員
の
み
な
さ
ん
が
、
戦
争

法
を
廃
止
に
す
る
た
め
、
行
動
に
参

加
し
署
名
集
約
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

安
倍
政
権
が
強
行
し
た
「
安
保
法

制
」
は
、
な
ぜ
「
戦
争
法
」
と
呼
ば

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
何
よ
り
、「
安

保
法
制
」
は
自
衛
隊
が
「
戦
闘
地
域
」

ま
で
行
っ
て
米
軍
と
軍
事
行
動
を

行
う
た
め
の
法
律
だ
か
ら
で
す
。
政

府
が
言
う
「
後
方
支
援
」
は
、
武
器

や
弾
薬
、
燃
料
な
ど
を
提
供
す
る
戦

争
行
為
で
す
。
日
本
が
攻
撃
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
ア
メ
リ
カ
が
行
う
戦

争
に
一
緒
に
参
加
す
る
の
が
狙
い

で
す
。
ア
メ
リ
カ
が
世
界
中
で
行
っ

て
い
る
無
法
な
戦
争
の
片
棒
を
日

本
が
担
ぎ
、
一
緒
に
侵
略
す
る
国
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

今
国
会
で
安
倍
首
相
は
、
「
国
民

不
在
」、「
憲
法
無
視
」
の
姿
勢
を
い

っ
そ
う
明
確
に
し
、
暴
走
を
加
速
し

て
い
ま
す
。
い
ま
安
倍
首
相
は
、「
緊

急
事
態
条
項
」
創
設
の
た
め
の
改
憲

を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
「
緊
急
事
態
条
項
」
は
、「
武

力
攻
撃
」
が
起
き
る
と
首
相
が
「
緊

急
事
態
の
宣
言
」
を
発
し
、
首
相
の

権
限
強
化
や
国
民
の
権
利
を
制
限

さ
せ
る
危
険
極
ま
り
な
い
条
項
で

す
。 

総
が
か
り
行
動
実
行
委
が
呼
び
か
け
て
い
る
「
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
統
一
署
名
（
２
０
０
０
万
人
署
名
）」
は
、

全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
す
で
に
全
国
で
２
０
０
万
筆
を
超
え
る
署
名
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
労
連
は
、
組

合
員
一
人
１
０
筆
集
め
る
こ
と
を
提
起
し
、
北
九
州
地
区
労
連
も
職
場
・
地
域
で
積
極
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

２
月
２
０
日
現
在
３
３
５
０
筆
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
憲
法
を
守
れ
」
「
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
を
守
れ
」「
海
外
で
の
戦
争
は
絶
対
ダ
メ
」
な
ど
の
声
を
署
名
に
託

し
、
労
働
者
・
市
民
の
声
で
安
倍
暴
走
内
閣
の
強
引
な
や
り
方
を
や
め
さ
せ
ま
し
よ
う
。 

「戦争法の廃止を求める集会・デモ行進」に３５０人

が参加 集会終了後小倉駅前までデモ行進 

１１時から     小倉駅前広場 

北九州憲法共同センター２０００万人署名の成功をめ

ざす学習決起集会で森英樹名古屋大学名誉教授が講演 
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戦
争
法
宣
伝
行
動 

 北九州地区労連は、不当解雇、未払い賃金、パワハラなど労働相談が数多く寄せられています。この中には

ブラック企業と言ってもいい会社もたくさんあり、解決の為に北九州地域ユニオンに加入し、組合を結成して

解決の為に団体交渉、裁判闘争などで解決をめざして取り組んでいます。 

今回、この二つの組合の裁判闘争３件について報告させていただきます。 

後藤クリニック地位確認、慰謝料請求事件 

北九州地域ユニオン  戸田 千泉 
 

解雇の無効を訴えていた裁判での和解が２月２日

（火）成立しました。 

５年間皆様に協力して頂いたおかげで、ここまで

たどりつくことができました。 

今回経験したことを今後の労働組合活動で活かし

ていきたいと思います。 

長い間のご支援ご協力、本当にありがとうござい

ました。 

安川電機地位確認第１回控訴審３０人が傍聴参加 

ＪＭＩＵ安川合同支部  久保 忠彦 
 

安川電機上田再雇用裁判の第１回控訴審が福岡高

裁５０３号法廷で開かれました。 

裁判長はやや年配の方で、JAL「沈まぬ太陽」の労

働者と組合を裁いた人とは思えませんでした。裁判長

が原告側や被告側に対する質問の内容を聞いて新鮮

な感じがしたのです。被告に「嘱託の就業規則はない

のか」「労働契約書はないのか」と。裁判長の質問は、

私達労動組合が団体交渉でたびたび追求した内容で

した。安川電機は「就業規則がないでも労働契約書で

足りる」「上田さんは有期労働者である」とこだわっ

てきました。裁判長の宿題に被告はどう答えるのでし

ょうか。興味津々です。 

ツクイマタハラ慰謝料請求事件結審 

北九州地域ユニオン  西原 ゆかり 
 

私は、（株）ツクイ小倉北区三郎丸事業所で一年毎

の契約更新で働き、四年半が経った頃に待望の妊娠

が分かり、その当時の女性所長に報告し、面談で所

長から、「一生懸命働かない人は、働かなくていい。

妊婦として扱うつもりもない。更新はしない。」など

言われ、凄くショックで妊娠は悪いことなのかと悩

み、体力的にきつくても業務軽減の申し出も出来な

いまま、我慢して働き、切迫早産になりました。証

人尋問でも、所長や会社の妊産婦労働者に対しての

知識のなさが露呈していたと思います。 

なでしこ銘柄に選定され、しかも介護の会社であ

りながら人の命を軽んじるツクイを、このままには

できません。次回、4 月 19 日(火)13 時 30 分に判

決が出ます。ぜひ、傍聴に来てください。 

チェルノブイリから３０年、フクシマから５年 

さよなら原発！３・１３北九州集会に参加を！ 

 

川内原発が再稼働し、福島での甲状腺がんの増大な

ど、いまだに事故の被害が拡大している中で、今年も

「さよなら原発！北九州集会」が開催されます。 

さよなら原発北九州連絡会は、これまでに３回の実

行委員会を開催し、集会の具体化を検討してきまし

た。今回は勝山公園中央図書館南側広場で開催するこ

とになりました。 

３月１３日（日）１１時から第一部「ライブステー

ジ」、飲食バザーもあります。ヨサコイや太鼓、うた

ごえなどの出し物があります。 

１３時からの第二部「本集会」では、各団体からの

発言・挨拶が予定されています。

そして１４時３０分にデモ行進

に出発します。 

今年も地区労連はデモパレー

ドを担当します。今年で５回目と

なるさよなら原発北九州集会を

成功させ、原発なくそうの声で九

電を包囲しましよう 

（株）東洋食品門前で、未払い賃金、不当解雇の撤回を

求めて、門前で抗議集会を開きました。 


